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「町田市における地域コミュニティの未来に関する共同研究」 

の進捗状況について 

 

１ 研究背景・目的 

コロナ禍等の社会環境の変化による地域活動の縮小、民生委員や消防団員などの担い

手の減少など、地域コミュニティの希薄化が進んでいる傾向があります。 

市民生活において、地域コミュニティが重要な役割を果たしている地域福祉や地域防

災を将来にわたって持続可能なものとし、「住み続けたいまち」であり続けるため、法

政大学と共同で研究に取り組んでいます。 

 

２ 主な進捗状況 

（１）市民アンケート調査 

調査目的：地域コミュニティに関する意識や活動の現状、生活実態の把握 

調査対象：２０２４年８月１日時点で市内在住の１５歳以上８０歳未満の方 

１万人を住民基本台帳から無作為に抽出 

回 答 率：３４．７％（集計結果は別紙のとおり） 

（２）地域活動団体へのインタビュー調査 

調査目的：地域で活動する様々な団体の実情、課題、他団体との連携状況等の把握 

調査期間：２０２４年６月から現在も進行中（２０２５年２月現在２９か所） 

調 査 先：町内会・自治会連合会地区連合 

民生委員児童委員協議会 

消防団ほか 

主な質問：活動内容、抱えている課題、地域で活動する他団体との関係や連携有無 

（３）学識者との意見交換会の実施 

市民アンケート調査や地域活動団体へのインタビュー調査により得られたデータを

検討し考察を深めるため、コミュニティ政策、まちづくり、福祉、人口統計等の専門

分野の学識者との意見交換会を計４回行いました。 

 

３ 分析により得られた主な考察 

アンケート調査やインタビュー等から、主に以下の考察が得られました。 

（１）暮らしやすい都市への成熟 

居住年数の長い人や地域に愛着を持つ人が増えており、定住意向も高まっていま

す。（別紙 市民アンケート調査集計結果（速報） 問７、問８参照） 

（２）懸念される地域力低下の兆候 

町内会・自治会活動などの地域活動に参加しない人が増えています。また、地域で

生じている問題に関する合意形成について、行政主導を求める意向が増えています。 

（別紙 市民アンケート調査集計結果（速報） 問１２、問１５参照） 

  

２０２５年３月６日・７日 
行 政 報 告 資 料 
市民部市民協働推進課 
地域福祉部福祉総務課 
防 災 安 全 部 防 災 課 
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（３）地域力低下の兆候の要因となっている客観的な構造変化 

定年退職後に仕事をしていない人、家事専従者、自営業者といった、今まで主に地

域でボランティア活動を担ってきた人の層が薄くなっています。また、近年地域コミ

ュニティに求められている活動は、防災や地域福祉など一定の専門人材を必要とする

分野であり、従来地域コミュニティが行ってきた活動内容とのギャップが見受けられ

ます。（別紙 市民アンケート調査集計結果 問１１、問１１－１、問３８参照） 

（４）高い市民意識と地域コミュニティ再生への手がかり 

インタビュー調査では、地域力低下の兆候が見られる中でも、町田市内には活発で

質の高い地域活動が数多く存在していることがわかりました。また、アンケート調査

によると、地域で頼みたいことと頼まれたらできることの需給のバランスは専門性の

高い項目を除いて取れており、潜在的な地域における支え合いの意識は高い状況にあ

ると考えられます。（別紙 市民アンケート調査集計結果（速報） 問４参照） 

（５）新しい地域コミュニティの活動スタイルと制度設計 

市民が期待する地域活動分野のうち、地域コミュニティが現時点では十分に取り組

まれていない分野に取り組むことで、町内会・自治会をはじめとした地域コミュニテ

ィ組織への信頼が増していくものと考えられます。また、町田市のコミュニティエリ

アは活動分野や担い手の状況によって柔軟に設定されているため、小中学校区等の適

切なエリア設定を行うことにより、活気あるコミュニティ組織の形成に寄与すること

ができる可能性があります。 

（６）行政、専門機関に求められるもの 

すでに存在する専門職のコーディネーターを地域づくりの資源としてより活かすこ

とで、地域コミュニティのアウトリーチやコーディネート機能の強化が期待できま

す。 

 

４ 中間報告について 

市民アンケート調査については回答を集計・分析し、２０２５年３月に中間報告とし

て公表します。 

 

５ 今後の予定 

２０２５年度 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

            

 

  

最終報告書

の作成 中間報告の検証 

地域活動団体への調査・集計・分析 

インタビュー調査・集計・分析 

研究報告取りまとめ 

研究経過報告会の実施 

（全体会 1回＋各地区 10回） 
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【別紙】地域コミュニティに関する市民アンケート調査集計（中間報告） 
 

 

１ 調査目的 

市では、持続可能な地域社会をつくり、地域ぐるみで見守り合い、助け合える場づく

りを目指すため、２０２４年度から法政大学と共同で地域コミュニティに関する研究を

行っております。価値観やライフスタイルの多様化、新型コロナウイルス感染症の影響

による地域活動の縮小、民生委員や消防団員等の担い手の減少などにより、地域コミュ

ニティが希薄化しているといわれているなか、市民意識の変化を把握、分析し、今後の

施策検討の基礎資料とすることを目的としています。 

 

２ 調査項目 

調査項目 調査内容 

お住まいの地域について 「地域」の範囲、地域への愛着、地域課題など 

町内会・自治会や自主的活動への参

加状況について 

町内会・自治会の加入の有無、加入理由、未加

入理由、参加している地域活動、活動時間など 

活動のための場所について 施設の認知度・利用歴・利用意向など 

町内会・自治会や自主的活動への今

後の参加意向について 

今後参加したい地域活動のテーマ、地域活動に

参加しやすい曜日・時間帯など 

アンケート対象者の生活と相談機関

について 

困りごと、困りごとの相談相手、相談機関の認

知度・利用歴・利用意向など 

基本属性 性別、年齢、世帯構成、居住地区、職業など 

 

３ 調査設計 

（１）調査地域  町田市全域 

（２）調査対象  市内在住の１５歳以上８０歳未満の男女個人 

（２０２４年８月１日現在） 

（３）対象者数  １０，０００人 

（４）抽出方法  住民基本台帳からの無作為抽出（外国人を含む） 

（５）調査方法  郵送による配布、郵送及びインターネットによる回収 

（６）調査時期  ２０２４年９月 

 

４ 回収結果 

（１）調査件数  １０，０００件 

（２）有効回収数 ３，４７２件 

（３）有効回収率 ３４．７％ 
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５ 集計結果 

 

問１ 地域の範囲のイメージ（１つ選択） 

 

 

 

問２ 暮らしやすさの満足度（１つ選択） 

 

615 

1,736 

393 

493 

211 

24 

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400 1,600 1,800 2,000

かなり満足

まあ満足

どちらともいえない

やや不満

かなり不満

無回答

買い物や交通の利便性

22%

20%

15%

8%

8%

6%

6%

5%

5%
2%

1%
2%

町内会・自治会の範囲 「町」の範囲
町田市全体 住宅街や団地の範囲
最寄の小学校の通学範囲 「丁目」の範囲
合併前の1町4村の地区(町田, 南, 鶴川, 忠生, 堺) 最寄の中学校の通学範囲
隣近所の範囲 その他
わからない 無回答

地域の範囲については、「町内会・自治会の範囲」、「「「町」の範囲」、「町田市全体」の

順で回答数が多くなっている。2006 年度調査では「町内会・自治会の範囲」という回

答は約 35%あったが、今回の調査では約 22%に低下した。 

（人） 
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214 

1,535 

1,436 

172 

81 

34 

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400 1,600 1,800

かなり満足

まあ満足

どちらともいえない

やや不満

かなり不満

無回答

隣近所などとの付き合い
（人）

96 

944 

1,990 

262 

138 

42 

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500

かなり満足

まあ満足

どちらともいえない

やや不満

かなり不満

無回答

町内会・自治会の活動

63 

469 

2,661 

149 

72 

58 

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000

かなり満足

まあ満足

どちらともいえない

やや不満

かなり不満

無回答

地域でのボランティア活動

（人） 

（人） 
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102 

1,032 

1,806 

377 

108 

47 

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400 1,600 1,800 2,000

かなり満足

まあ満足

どちらともいえない

やや不満

かなり不満

無回答

防犯体制

102 

1,057 

1,882 

288 

95 

48 

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400 1,600 1,800 2,000

かなり満足

まあ満足

どちらともいえない

やや不満

かなり不満

無回答

防災体制

96 

849 

2,066 

288 

117 

56 

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500

かなり満足

まあ満足

どちらともいえない

やや不満

かなり不満

無回答

福祉・保健の相談体制

（人） 

（人） 

（人） 
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197 

1,465 

901 

622 

251 

36 

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400 1,600

かなり満足

まあ満足

どちらともいえない

やや不満

かなり不満

無回答

病院などの医療体制

274 

1,651 

956 

409 

137 

45 

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400 1,600 1,800

かなり満足

まあ満足

どちらともいえない

やや不満

かなり不満

無回答

景観や町並みの保全

「かなり満足」、「まあ満足」の回答が最も多かった設問は「買い物や交通の利便性」

であった。一方で「やや不満」、「かなり不満」の回答が最も多かった設問は「病院な

どの医療体制」であった。 

（人） 

（人） 
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問３ 安心して暮らしていくために特に重要なこと（最大３つまで選択可） 

 

 

 

  

2,552 

2,197 

1,498 

1,219 

652 

647 

580 

188 

56 

72 

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000

買い物や交通の便利さ

病院などの医療体制

地域の防犯体制

地域の防災体制

地域の福祉・保健の相談体制

隣近所などとのお付き合い

地域の景観や街並み保全

町内会・自治会の活動

地域でのボランティア活動

その他

「買い物や交通の便利さ」、「病院などの医療体制」を回答した人が多い一方で、「町内

会・自治会の活動」、「地域でのボランティア活動」と回答した人は少ない。 

（人） 
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問４ 日常生活（１つ選択） 

（１）頼みたい・頼みたくない 

  

2,251 

1,885 

1,313 

1,691 

1,045 

1,716 

2,917 

2,562 

1,056 

1,420 

1,995 

1,604 

2,103 

1,557 

403 

739 

165

167

164

177

324

199

152

171

0 1,000 2,000 3,000 4,000

日常の安否確認の声がけ

ちょっとした買い物やゴミ出し

食事を作ったり、掃除や洗濯の手伝い

外出の手助け

子どもの遊び相手

話し相手や相談相手

災害時避難の手助け

具合が良くないときに病院や役所などへの連絡

頼みたい 頼みたくない 無回答 （人） 
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（２）頼まれたらできる・できない 

 

 

 

 

 

  

半数の項目で、「頼まれたらできる」人が「頼みたい」人の数を上回っている。「頼み

たい」人よりも「頼まれたらできる」人が少ない項目は、「食事作り・掃除洗濯の手伝

い」、「外出の手助け」、「災害時の避難の手助け」、「具合が良くないときの病院や市役

所などへの連絡」であった。 

2,614 

2,112 

757 

1,307 

1,393 

1,933 

2,525 

2,546 

728 

1,214 

2,550 

1,994 

1,907 

1,376 

805 

770 

130

146

165

171

172

163

142

156

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000

日常の安否確認の声がけ

ちょっとした買い物やゴミ出し

食事を作ったり、掃除や洗濯の手伝い

外出の手助け

子どもの遊び相手

話し相手や相談相手

災害時避難の手助け

具合が良くないときに病院や役所などへの連絡

頼まれたらできる 頼まれてもできない 無回答
（人） 
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問５ いざという時に信頼して相談できる人の人数（１つ選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2006 年度調査と比較すると、相談・信頼できる隣人がいる人が 7 割から 6 割に減少し

ている。また、「一人もいない」、「わからない」が微増している。 

9%

52%

21%

17%

1%

5人以上いる 1～4人いる 一人もいない わからない 無回答
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問６ 住民同士の信頼感や助け合い意識を高めるために効果的なこと 

（複数選択可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2,664 

1,385 

1,037 

831 

541 

308 

77 

383 

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000

挨拶、声掛け

交流、親睦

防犯、防災

高齢者や子どもの見守りや世話

身近なテーマの講習会

公園などの共同管理

その他

わからない

最も多い回答は、「あいさつや声を掛け合う」であり、「行事やサークル等、身近な交

流や親睦の機会がある」、「防災や防犯など地域の問題の解決に、一緒に取り組む」、

「地域の高齢者や子どもの見守り、お世話を一緒に行う」と続いた。2006 年度調査と

比較すると、親睦志向が減り、実利志向が微増した。また、「わからない」が倍増し

た。 

（人） 
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問７ 地域に対する愛着（１つ選択） 

 

 

 

 

 

問８ 今後の居住意向（１つ選択） 

 

2006 年度調査では愛着を感じている割合が 6 割であったのに対し、本調査では 8 割弱

に増加している。 

0.5

% 

36%

42%

13%

4%5%

0%

感じている やや感じている あまり感じていない 感じていない わからない 無回答

0.5%

24%

50%

3%

6%

17%

0%

ぜひ住み続けたい できれば住み続けたい

町田市内の他の地域に住み替えたい 町田市外に移りたい

わからない 無回答

0.5%

2006 年度調査では 9 割以上の人が継続居住を望んでいたが、今回の調査では約 8 割に

低下している。 
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問９ 隣近所との付き合い（複数選択可） 

 

 

 

 

 

 

 

問１０ 隣近所と今後の付き合い（１つ選択） 

 

 

 

 

 

 

  

「会ったらあいさつをする人がいる」が最も高く、「立ち話をする人がいる」、「顔を知

っているだけの人がいる」が続いた。 

「ほどほどに付き合いたい」が 78％で最も高かった。これは 2006 年度調査とほぼ同じ

割合である。それ以外の選択肢を2006年度調査と比べると、「積極的に付き合いたい」

が約 4％減少し、「あまり付き合いたくない」が約 5％増加している。 

493 

386 

1,764 

2,839 

1,706 

1,432 

45 

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000

家を行き来したり、一緒に

出かけたりする人がいる

たがいに相談するなど、生活面で

協力し合っている人がいる

立ち話をする人がいる

会ったらあいさつをする人がいる

顔を知っているだけの人がいる

全く顔も知らない人がいる

その他

7%

78%

12%
2%

1%

積極的に付き合いたい ほどほどに付き合いたい あまり付き合いたくない

全く付き合いたくない 無回答

（人） 
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問１１ 関心を持っている地域の課題（最大５つ選択可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「防災、災害時の対応」、「地域の防犯、治安の向上」を選択した人が突出して多い。 

（人） 

1,794 

1,693 

1,024 

732 

679 

661 

651 

558 

466 

458 

446 

411 

397 

282 

218 

217 

217 

189 

146 

129 

82 

161 

252 

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400 1,600 1,800 2,000

防災、災害時の対応

地域の防犯、治安の向上

高齢者・障がい者への支援

交通安全

地域の交通、移動支援

子育てへの支援

緑地保全・地域美化

地域の活性化、まちづくり

身近な居場所づくり

健康づくり

空き地・空き家問題

住民同士の親睦・交流

ごみの減量、資源化

町内会・自治会の活性化、組織化

青少年の健全育成

地域の伝統芸能・祭りの継承や保存

スポーツ・文化活動の活性化

地域活動のIT化の推進

学習の機会づくり（生活問題や制度や法律等）

外国人との交流、相互理解

その他

特に課題はないと思う

わからない
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問１１－１ 問１１の中で最も関心のある課題（１つ選択） 

 

 

  
「地域の防犯、治安の向上」、「防災、災害時の対応」を選択した人が突出して多い。 

。 

（人） 

640

488

275

241

221

142

116

92

88

88

84

61

54

50

47

33

26

18

15

13

40

227 

0 100 200 300 400 500 600 700

地域の防犯、治安の向上

防災、災害時の対応

交通安全

スポーツ・文化活動の活性化

地域の活性化、まちづくり

緑地保全、地域美化

子育てへの支援

高齢者や障がい者への支援

空き地・空き家問題

学習の機会づくり（生活問題や制度や法律等）

地域活動のIT化の推進

地域の交通・移動支援

青少年の健全育成

住民同士の親睦・交流

外国人との交流、相互理解

ごみの減量・資源化

身近な居場所づくり

健康づくり

町内会・自治会の活性化、組織化

地域の伝統芸能・祭りの継承や保存

その他

無回答
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問１１－２ 問１１‐１で選択した課題の解決に向けた取り組みがどのように行われてい

るか（１つ選択） 

 

 

 

 

  

約半数の人が「どのような取り組みが行われているかわからない」と回答した。 

169 

158 

120 

172 

70 

448 

1,650 

84 

607 

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400 1,600 1,800

住民が互いに協力し、

自力で解決しようとしている

住民がリーダーシップをとり、

市の支援も得て解決しようとしている

住民と市がお互いパートナーとして

連携して解決しようとしている

市がリーダーシップをとり、

住民も協力して解決しようとしている

市が全責任を持って

解決しようとしている

特に何も取り組みが行われていない

どのような取り組みが行われているかわからない

その他

無回答

（人） 
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問１２ 地域課題解決のために住民合意の形成を主導すべき組織（１つ選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１３ 回答者が所属する世帯の町内会・自治会加入状況 （１つ選択） 

 

 

 

 

 

 

「市などの行政機関」が 44％で最も高く、「町内会・自治会」が 22%で続く。2006 年度

調査では、「市などの行政機関」が約23％、「町内会・自治会」が約37%であり、順位が

逆転している。 

2006 年度調査で「加入している」を選択した人は 79％だったが、本調査では 59％に低

下した。 

44%

22%

10%

10%

6%

2%
2%

4%

市などの行政機関 町内会・自治会

特定の課題解決を目的に結成した自由参加の住民組織 町内会・自治会や市民活動団体が集まった会議体

社会福祉協議会などの専門機関 各種の市民活動団体が集まった会議体

その他の組織 無回答

59%

40%

1%

加入 未加入 無回答
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問１３－１ 町内会・自治会の加入理由（複数選択可） 

 

 

問１３－２ 町内会・自治会の活動との関わり方（１つ選択） 

 

 

 

 

 

 

913

576

538

484

460

417

131

184

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1,000

加入するのは当たり前だから

近所の人々と親睦が深められるから

生活に必要な情報が得られるから

地域を住みよくするために

役立ちたいから

いざというとき助けてもらえるから

親の代から加入していたから

近所から仲間はずれにされたくないから

その他

2006 年度調査と比較すると「会合や活動には、ほとんど参加していない」と答えた人

が約 9％増加している。 

7%

13%

31%

45%

4%

組織の役員や活動のリーダー役をできるだけ引き受けて活動している

会合や行事などの際は、できるだけ手伝うようにしている

都合がつくときは、行事や総会などに顔を出すようにしている

会合や活動には、ほとんど参加していない

無回答

（人） 

「加入をするのは当たり前だから」を選択した人が最も多く、ついで「近所の人々と

親睦が深められるから」、「生活に必要な情報が得られるから」となっている。 
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問１３－３ 加入している町内会・自治会の活動課題（複数選択可） 

 

 

 

 

 

962

806

549

368

344

124

91

51

28

107

563

0 200 400 600 800 1,000 1,200

役員を引き受ける人が少なくなってきた

会員が高齢化して、活動全般の運営が滞ってきた

退会を申し出る会員が増加してきた

新規転入世帯に加入の勧誘をしても、

断られることが増えてきた

個人情報の取り扱いが厳しくなり、

会員の連絡網づくりや、災害時等に

援助が必要なお宅の確認が難しくなってきた

特定の人たちが長く役職についていて

自由な議論や企画提案がしにくい

従来からのリーダー層と若い世代や転入者のリーダー層

との間で運営や活動の仕方を巡って摩擦が起きてきた

地域の事業者や住民等からの寄付が減少してきた

町内会館や集会施設の維持管理について、

会員の合意が得られない

その他

わからない

「役員を引き受ける人が少なくなってきた」を選択した人が最も多く、ついで「高齢

化して、活動全般の運営が滞ってきた」、「退会を申し出る会員が増加してきた」が続

く。 

 

（人） 
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問１３－４ 現在町内会・自治会へ加入していない方の加入歴（１つ選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 13 で「加入していない」を選択した人の中で「加入していたが、退会した」を選択

した人が約 27％いる。 

65%

27%

4% 4%

一度も加入したことはない 加入していたが、退会した その他 無回答
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問１３－５ 町内会・自治会に加入していない理由（複数選択可） 

 

 

 

 

 

問１４ 地区協議会の認知度（１つ選択） 

 

 

 

加入していない主な理由は「活動時間を取ることができないから」、「役員になると忙

しくて大変だから」、「加入するきっかけがないから」である。 

地区協議会を「内容まで含めて知っている」、「名前は知っている」を合わせると約

32％であった。 

4%

28%

66%

2%

内容まで含めて知っている 名前は知っている 知らない 無回答

466

359

326

228

214

151

146

135

124

111

89

72

184

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500

活動時間を取ることができない

役員になると忙しくて大変

加入するきっかけがない

町内会・自治会の活動に制約されたくない

町内会・自治会の活動の必要性を感じていない

会費を負担したくないから

近所の人と関わるのが面倒

町内会・自治会があることを知らなかった

申込方法がわからない

町内会・自治会の雰囲気になじめない

住んでいる地域に町内会・自治会がない

今住んでいる所に長く住むつもりがない

その他

（人） 
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問１５ 町内会・自治会以外の自主的な活動（複数選択可） 

 

 

 

 

 

 

問１５－１ 問１５の活動に参加している理由（複数選択可） 

 

  

295 

288 

103 

73 

42 

550 

2,740 

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000

町内会・自治会と関連する活動

趣味のサークルやグループ活動

行政への協力、公的社会貢献活動

生活環境の改善や地域の課題を解決するための活動

地区協議会の活動

その他のボランティア、助け合い活動

何も参加していない

251

220

213

126

111

95

0 50 100 150 200 250 300

自分の時間を充実させるため

社会の役に立ちたいため

仲間や友達をつくるため

自分の知識や技術を役立てたり、高めたりしたいため

親しい人が参加しているため

その他

2006 年度調査と比較して活動している人がすべての分野で減少し、活動していない人

が増えている。「何も参加していない」と答えた人は約 8割にも及ぶ。 

2006 年度調査と比較すると、「社会の役に立ちたい」と回答した人が減少した一方で、

「親しい人がやっているから」と回答した人が増加した。 

（人） 

（人） 
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問１５－２ 問１５の活動に参加したきっかけ（複数選択可） 

 

 

 

 

 

 

問１５－３ 問１５の活動に参加していない理由（複数選択可） 

 

 

  

216

194

122

66

63

51

19

14

44

35

0 50 100 150 200 250

町内会や自治会の活動を通して

友人、知人を通して

PTAや子ども会等子どもの活動を通して

チラシ、ポスターなど広告物を見て

団体の開催した行事等を通して

家族を通して

職場を通して

テレビやインターネット等を通して

その他

特にきっかけはない

1,301 

1,074 

666 

626 

475 

377 

248 

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400

活動する時間を取ることができないため

参加するきっかけがないため

参加することに興味や関心がないため

身近に参加したいと思う活動や団体がないため

活動に参加する必要性を感じていないため

他の人と関わることが面倒なため

その他

「町内会や自治会の活動を通して」のほかに、「友人、知人を通して」と選択した人が

多い。 

活動に参加していない主な理由としては、「活動する時間を取ることができないた

め」、「参加するきっかけがないため」が多い。 

。 

（人） 

（人） 
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問１６ 参加している活動の団体数（１つ選択） 

 

 

 

 

 

 

 

問１７ 地域活動に参加している時間（１週間あたり）（１つ選択） 

 

 

 

 

 

 

 

「１つ」と答えた人が約 5割、「2つ以上」の割合は約 1割だった。 

2006 年度調査と比較して、活動時間の短い人が増加する一方で、活動時間が長い人が

減少している。 

49%

7%
2%

2%

40%

1つ 2つ 3つ 4つ以上 無回答

39%

9%7%2%

0%

0%

43%

1時間未満 1～2時間程度 3～5時間程度 6～10時間程度 11～20時間程度 20時間以上 無回答

0.2%

0.6%
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問１８ 取り組んでいる地域活動テーマ（複数選択可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「防災、災害時の対応」、「地域の防犯、治安の向上」に取り組んでいる人が多い。 

（人） 

382

322

181

168

165

160

157

145

104

103

87

80

71

53

33

22

20

16

14

7

76

298

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

防災、災害時の対応

地域の防犯、治安の向上

町内会・自治会の活性化、組織化

住民同士の親睦・交流

健康づくり

スポーツ・文化活動の活性化

緑地保全・地域美化

ごみの減量・資源化

高齢者や障がい者への支援

交通安全

地域の伝統芸能・祭りの継承や保存

子育てへの支援

地域の活性化、まちづくり

青少年の健全育成

身近な居場所づくり

空き地・空き家問題

地域の交通・移動支援

地域活動のIT化の推進

学習の機会づくり（生活問題や制度や法律等）

外国人との交流、相互理解

その他

特にテーマはない
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問１９ 地域活動の報酬に対する考え（１つ選択） 

 

 

 

 

 

 

 

問２０ 居住地域外で参加している活動（１つ選択） 

 

「無報酬であるべきだ」と回答した人は 2006 年度調査では約 30％であったのに対し

て、本調査では約 12％と減少している。また、「活動した分に応じて支払う」と回答し

た人は、2006 年度調査では約 5％であったのに対して、本調査では約 15％と増加して

いる。 

参加していないという回答は約 8 割で 2006 年度調査と比較すると微増した。地域外の

活動をしている人の中では、「スポーツ」が最も多く、それに続いて「文化芸術」、「子

どもを対象にした活動」、「オンラインコミュニティ」となっている。 

15%

36%

15%

12%

2%

16%

4%

活動した分に応じて支払う 活動に使った実費・経費は支払う
多少の謝礼 無報酬
その他 わからない
無回答

258 

155 

72 

68 

38 

35 

19 

16 

12 

52 

2,692 

55 

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000

運動・スポーツ

文化芸術

子どもを対象にした活動

オンラインコミュニティ

自然・環境

高齢者を対象にした活動

地域防災

居場所づくり

防犯・交通安全

その他

参加していない

無回答

（人） 
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問２１ 自主的な活動に利用できる施設の認知度、利用歴、利用意向（１つ選択） 

（１）市民センター、コミュニティセンター 

 

 

 

86%

11%
3%

知っている 知らない 無回答

51%45%

4%

使用したことがある 利用したことはない 無回答

35%

59%

6%

もっと活用したい わからない 無回答
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（２）子どもセンター、青少年施設 

   

53%42%

5%

知っている 知らない 無回答

27%

67%

6%

使用したことがある 利用したことはない 無回答

17%

76%

7%

もっと活用したい わからない 無回答
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（３）集会所、町内会館 

  

73%

24%

3%

知っている 知らない 無回答

43%

53%

4%

使用したことがある 利用したことはない 無回答

19%

75%

6%

もっと活用したい わからない 無回答
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（４）小中学校の学校開放 

  

51%44%

5%

知っている 知らない 無回答

20%

74%

6%

使用したことがある 利用したことはない 無回答

17%

76%

7%

もっと活用したい わからない 無回答
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（５）公園、広場 

 

86%

10%
4%

知っている 知らない 無回答

64%

31%

5%

使用したことがある 利用したことはない 無回答

47%

47%

6%

もっと活用したい わからない 無回答
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（６）公営のスポーツ施設 

  

67%

29%

4%

知っている 知らない 無回答

37%

58%

5%

使用したことがある 利用したことはない 無回答

42%

52%

6%

もっと活用したい わからない 無回答
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（７）民間の事業が地域に提供している集会所やコミュニティカフェ 

（カフェ形式の居場所のこと） 

20%

76%

4%

知っている 知らない 無回答

5%

90%

5%

使用したことがある 利用したことはない 無回答

20%

73%

7%

もっと活用したい わからない 無回答

よく知られている施設は、「市民センター・コミュニティセンター」、「公園・広場」、

ついで「集会所・町内会館」で、7割を超える人が知っている。 
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問２２ 活動に利用したい場所（１つ選択） 

 

 

問２３ 今後４～５年を見越して、参加したい地域活動（複数選択可） 

  

857 

821 

623 

572 

571 

365 

278 

220 

241 

182 

60 

1,405 

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400 1,600

商店、飲食店

スポーツ施設

大学等教育施設

民間事業の提供する集会所

銭湯、健康ランド

神社仏閣

自宅、個人宅

農地、雑木林

空き家、空き店舗

遊休地

その他

特にない

1,302 

763 

493 

491 

205 

76 

105 

1,232 

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400

趣味活動

町内会活動

老人会、子ども会、自主防災組織

生活環境の改善

民生委員、青少健等の行政協力

地区協議会

その他

参加したくない

「商店、飲食店」、「スポーツ施設」、「大学等教育施設」の順に回答数が多い。また、

2006 年度調査にはなく本調査で新設した「民間事業の提供する集会所」が 4 番目に回

答数が多かった。 

2006 年度調査と比べてどの活動も数値が低下している一方で、地域活動に「参加した

くない」と回答した人は大幅に増加した。 

（人） 

（人） 
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問２３－１ 取り組みたいと思うテーマ（複数選択可） 

 

 
 

 

  

779

673

652

510

419

401

345

334

320

284

274

244

212

198

193

188

168

142

108

107

33

165

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

防災、災害時の対応

健康づくり

地域の防犯、治安の向上

スポーツ・文化活動の活性化

高齢者や障がい者への支援

子育てへの支援

住民同士の親睦・交流

緑地保全・地域美化

身近な居場所づくり

地域の活性化、まちづくり

ごみの減量・資源化

交通安全

学習の機会づくり（生活問題や制度や法律等）

町内会・自治会委の活性化、組織化

外国人との交流、相互理解

地域の交通・移動支援

地域の伝統芸能・祭りの継承や保存

青少年の健全育成

地域活動のIT化の推進

空き地・空き家問題

その他

特になし

2006 年度調査では回答数の多い順が明瞭に、「地域の防犯、治安の向上」→「防災、災

害時の対応」→「健康づくり」、であったが、本調査では、「防災、災害時の対応」→

「健康づくり」→「地域の防犯、治安の向上」となった。 

（人） 
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問２４ 活動に参加しやすくなるために必要なこと（複数選択可） 

 

  

2006 年度調査同様「活動に関する情報をもっと PR する」が最も回答数が多い。2 番目

に回答数が多かった「会員にならなくても、活動メンバーとして参加できるようにす

る」は 2006 年度調査では 3番目に多い回答数であった。 

（人） 

1,487 

1,209 

1,132 

1,083 

995 

726 

675 

646 

642 

453 

404 

215 

108 

519 

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400 1,600

活動に関する情報をもっとPRする

会員にならなくても、活動メンバーとして

参加できるようにする

しがらみがあって参加したらやめられないなど、

閉鎖的な雰囲気をなくす

参加しやすい曜日や時間を設定する

特定のイベントのみの参加、インターネット上での

参加など、多様な参加方法を用意する

役員やリーダーを任期制にするなど、特定の人に

ずっと負担がかからないようにする

参加した人が、なんらかのメリットを

得られるようにする

活動内容や役割を選べるようにする

活動の内容がマンネリ化しないよう

魅力的なものにする

参加者の意見を尊重し、民主的な運営をする

成果や貢献が具体的に見えたり、

実感できるように工夫する

地域内の様々な住民組織、活動団体が連携して、

一緒に取り組める活動をする

その他

わからない
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問２５ 活動に参加しやすい曜日、時間帯（複数選択可） 

 

 

 

 

問２６ 同居人（複数選択可） 

 

 

 

 

762 
689 

461 

1,194 

816 

399 

225 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

20 

300 

702 

609 

640 

43 

134 

215 

1,231 

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400

妊産婦

小学校入学前の乳幼児

小学生・中学生・高校生など

65～74歳の方

75際以上の方

ひきこもりの状態にある方

日常生活を送る上で介助を必要とする方

心身に障がいのある方

該当する人はいない

「週末・祝日午前」と回答した人が最も多く、2 番目は「週末・祝日午後昼間」であっ

た。平日より週末・祝日を希望する人が多い。 

（人） 

（人） 
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問２６－１ ひきこもりの状態にある方の年齢（１つ選択） 

 

 

 

 

問２６－２ ひきこもりの人への支援として望むこと（１つ選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6%
7%

15%

18%

6%
10%

6%

7%

25%

小学生・中学生 10歳代(中学校卒業後) 20歳代

30歳代 40歳代 50歳代

60歳代 70際以上 わからない

30%

23%
18%

15%

14%

そっとしておいてほしい

本人に合いそうな医療機関やカウンセリング機関を紹介してほしい

本人や家族の悩み相談を聞いてほしい

本人に合いそうな就労先、就労訓練機関を紹介してほしい

本人に合いそうな居場所・コミュニティ・サークル等を紹介してほしい

「そっとしておいてほしい」が最も多く、「医療機関やカウンセリング機関を紹介して

ほしい」が続いた。 



40 

 

問２７ 暮らしの困りごと（複数選択可） 

（１） 健康 

 

 

 

 

 

「通院・治療費用が大きな負担になっている」、「身近に専門的な治療を行う病院がな

い」、「健康について気になることがあるが、相談先がわからない」の順に多い。 

303 

225 

155 

95 

36 

18 

91 

117 

2,527 

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000

通院・治療費用が大きな負担になっている

身近に専門的な治療を行う病院がない

健康について気になることが

あるが、相談先がわからない

病気で、働くことができない

一人で通院するのが難しいが、

付き添ってくれる人がいない

薬の管理が苦手で、自分で薬の管理ができない

その他

上記の困りごとについて家族が困っている

特にない

（人） 
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（２）子育て 

  

292 

181 

115 

114 

68 

58 

37 

23 

70 

40 

2,556 

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000

養育・進学費用が大きな負担になっている

子育てで、余暇や趣味の時間を持てない

子育てで、自由に外出できない

子育てで、十分に休養・睡眠がとれない

子育てを手助けしてくれる人がいない

子育てで、働くことができない

子育ての相談をできる人がいない

子どもがひきこもり・不登校である

その他

上記の困りごとについて家族が困っている

特にない

「養育・進学費用が大きな負担になっている」、「子育てで、余暇や趣味の時間を持て

ない」、「子育てで、自由に外出できない」、「子育てで、十分に休養・睡眠がとれな

い」の順に多い。 

（人） 
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（３） 介護 

 

（４） 経済 

84 

73 

71 

64 

49 

45 

21 

69 

80 

2,843 

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000

介護で、自由に外出できない

介護で、余暇や趣味の時間を持てない

介護費用が大きな負担になっている

介護の相談をできる人がいない

介護を手助けしてくれる人がいない

介護で、十分に休養・睡眠がとれない

介護で、働くことができない

その他

上記の困りごとについて家族が困っている

特にない

654 

201 

86 

64 

64 

114 

85 

2,188 

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500

仕事をしているが、収入が十分でない

仕事をしていないため、収入がない

仕事をしていない親族の生活費を負担している

家計管理が苦手であり、生活に支障が出ている

求職中のため収入がない

その他

上記の困りごとについて家族が困っている

特にない

「介護で、自由に外出できない」、「介護で、余暇や趣味の時間を持てない」、「介護費

用が大きな負担になっている」の順に多い。 

「仕事をしているが、収入が十分でない」、「仕事をしていないため、収入がない」の

順に多い。 

（人） 

（人） 
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（５） 住まい 

 
 

 

 

 

問２８ 悩み事や困りごとを相談できる相手の有無（複数選択可） 

 

 

299 

252 

207 

28 

21 

119 

66 

2,396 

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000

住まいが老朽化しているが、

住み替え・改築ができない

家賃が高く、大きな負担になっている

段差などに不安があるが、住まいが

バリアフリーになっていない

住まいを借りたいが、保証人に

なってくれる人がいない

住まいを借りたいが、自身の年齢や

障がいなどで借りられない

その他

上記の困りごとについて家族が困っている

特にない

1,948 

1,157 

586 

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500

身近にいる（徒歩30分未満）

遠くにいる（徒歩30分以上）

いない

「住まいが老朽化しているが、住み替え・改築ができない」、「家賃が高く、大きな負

担になっている」、「段差などに不安があるが、住まいがバリアフリーになっていな

い」の順に多い。 

悩み事や困りごとを相談できる相手が「いない」と回答した人が約 2割いた。 

（人） 

（人） 

（人） 
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問２８－１ 相談できる相手（複数選択可） 

 
 

 

  

2,505 

1,779 

325 

265 

139 

94 

90 

80 

51 

47 

42 

16 

15 

13 

10 

44 

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000

家族・親戚

友人・知人

近所の人

病院など医療機関

市役所

保育園・幼稚園・認定こども園・学校

福祉施設・福祉サービス提供事業所

高齢者支援センター

弁護士、司法書士等の法律サービス

町内会・自治会

障がい者支援センター

社会福祉協議会

民生委員・児童委員・主任児童委員

子ども家庭センター

ボランティア団体・ＮＰＯ

その他

相談できる相手は「家族・親戚」、「友人・知人」と回答した人が大半を占めた。 
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問２９ 相談窓口の認知度、利用歴、利用意向（１つ選択） 

（１）民生委員・児童委員・主任児童委員 

 

 

 

3%

92%

5%

利用したことがある 利用したことがない 無回答

7%

87%

6%

今後利用したい わからない 無回答

57%

40%

3%

知っている 知らない 無回答
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（２）高齢者支援センター 

 

 

59%

38%

3%

知っている 知らない 無回答

12%

83%

5%

利用したことがある 利用したことがない 無回答

19%

75%

6%

今後利用したい わからない 無回答
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（３）障がい者支援センター 

 

 

 

54%
42%

4%

知っている 知らない 無回答

6%

88%

6%

利用したことがある 利用したことがない 無回答

8%

85%

7%

今後利用したい わからない 無回答



48 

 

（４）子ども家庭センター 

 

 

 

5%

87%

8%

今後利用したい わからない 無回答

3%

90%

7%

利用したことがある 利用したことがない 無回答

35%

60%

5%

知っている 知らない 無回答
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（５）子ども発達センター 

 

 

  

5%

88%

7%

利用したことがある 利用したことがない 無回答

28%

66%

6%

知っている 知らない 無回答

5%

87%

8%

今後利用したい わからない 無回答
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（６） 地域子育て相談センター 

  

35%

60%

5%

知っている 知らない 無回答

6%

87%

7%

利用したことがある 利用したことがない 無回答

7%

85%

8%

今後利用したい わからない 無回答
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（７） 社会福祉協議会 

 

  

47%

49%

4%

知っている 知らない 無回答

5%

89%

6%

利用したことがある 利用したことがない 無回答

8%

84%

8%

今後利用したい わからない 無回答
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（８） 町田ボランティアセンター 

 

  

32%

63%

5%

知っている 知らない 無回答

3%

91%

6%

利用したことがある 利用したことがない 無回答

10%

83%

7%

今後利用したい わからない 無回答
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（９）生活・就労相談窓口 

 

  

27%

68%

5%

知っている 知らない 無回答

2%

92%

6%

利用したことがある 利用したことがない 無回答

8%

85%

7%

今後利用したい わからない 無回答
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（１０）まちだ福祉○ごとサポートセンター 

 

 

1%

93%

6%

利用したことがある 利用したことがない 無回答

8%

85%

7%

今後利用したい わからない 無回答

高齢者支援センターの認知度は高い。まちだ福祉○ごとサポートセンターは、全ての

地区で展開している訳ではないため、知名度は低い。しかし、利用したい人は約 7%と

他の機関と同様の割合である。 

14%

81%

5%

知っている 知らない 無回答
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問３０ 性別（１つ選択） 

 

 

 

問３１ 年齢（記入式）※グラフでは 5歳ごとに区分 

 

 

  

39%

58%

2%

1%

男性 女性 その他または答えない 無回答

131

109

108

133

185

223

323

401

377

341

318

353

404

66

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

15~19

20~24

25~29

30~34

35~39

40~44

44~49

50~54

55~59

60~64

65~69

70~74

75~

無回答

（人） 
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問３２ 郵便番号（記入式） ※地区協議会の区分けに基づき分類 

問３３ 居住年数（１つ選択） 

問３４ 配偶者の有無（１つ選択） 

584

342

129

363

271

167

396

707

262

126 125

0

100

200

300

400

500

600

700

800

3%

11%

11%

24%24%

26%

1%

1年未満 1年以上5年未満 5年以上10年未満 10年以上20年未満 20年以上30年未満 30年以上 無回答

69%

20%

5%
4%

2%

あり 未婚 離別 死別 無回答

（人） 
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問３５ 同居人（複数選択可） 

 

 

問３６ 世帯収入（１つ選択） 

 

 

 

 

9%

18%

16%

13%

10%

11%

5%

15%

3%

200万円未満 200万以上400万円未満 400万円以上600万円未満

600万円以上800万円未満 800万円以上1000万円未満 1000万円以上1500万円未満

1500万円以上 わからない・答えない 無回答

（人） 

2,315 

1,496 

669 

354 

269 

81 

48 

54 

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500

配偶者

子

父母

独居

兄弟姉妹

孫

祖父母

その他
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問３７ 居住形態（１つ選択） 

 

 

問３７－１ 集合住宅での住民活動状況（１つ選択） 

 

 

 

21%

27%

2%

24%

24%

2%

居住環境改善、親睦ともに活発 居住環境改善のみ活発

親睦のみ活発 ともに低調

参加していないのでわからない その他

2,194 

524 

334 

126 

98 

90 

25 

8 

21 

52 

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500

一戸建て所有

集合住宅所有

民間賃貸住宅

UR等の賃貸住宅

公営住宅

一戸建て賃借

社宅・官舎・寮

間借り

その他

無回答

（人） 
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問３８ 職業（１つ選択） 

 

 

 

 

 

問３８－１ 通勤・通学先（１つ選択） 

 

 

 

 

 

 

36%

18%

17%

5%

5%
0%

2% 14%

3%

会社員、公務員、団体職員 パート、アルバイト

家事専業 学生(大学、専門学校等)

商工業等の会社経営、自営業、自由業 農林業等の自営業

その他 無職

無回答

0.1％

33%

27%

20%

10%

8% 2%

町田市内 神奈川県 東京都23区

町田市以外の東京都市町村 主にリモートワーク その他の県



60 

 

問３９ 学歴（１つ選択） 

 

 

 

 

問４０ １週間のうち自由に行動できる時間（１つ選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3%

24%

12%

14%

39%

5%

0%

3%

中学校 高校 専門学校 高専門学校、短期大学 大学 大学院 その他 無回答

0.5％

13%

16%

25%

23%

14%

6%3%

ほとんどない 10時間程度まで 10～20時間程度 20～40時間程度

40～70時間程度 70時間以上 無回答



61 

 

問４１ 幸福度（１つ選択） 

（１【幸せでない】～１０【幸せである】） 

 

41 54
113 117

426

318

598

932

355

487

37

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1,000

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 無回答

（人） 


